
第 40 回交通工学研究発表会 オンライン開催のお知らせ 
第 40 回交通工学研究発表会の発表申込につきましては、各分野の研究者・実務者から今年も多くの論文の投稿を

頂きありがとうございました。 

今年は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として参加者が集まって行う発表会開催を断念し、オンライン形

式で開催することとしました。オンライン形式での開催でも多数のご聴講と活発なご意見の交換の場となるよう皆様のご

参加をお待ちしております。初めての試みとなり、行き届かない点も多々あるかと思いますが、何卒ご支援、ご協力の程

よろしくお願いいたします。 

● 第 40 回交通工学研究発表会
1．主    催 ： 一般社団法人 交通工学研究会

2．開 催 日 ： 2020 年 9 月 7 日（月）～ 8 日(火)

3．開催形式 ： Zoom を使ったオンライン形式

4. プ ロ グ ラ ム ： 当会ウェブページでご確認ください(8 月上旬公表予定)。

5．参 加 費 ： 発表者、聴講者 共通（論文集(CD-ROM)代、消費税を含む）

正 会 員 ： 8 , 2 5 0 円 、 特 別 会 員 ： 1 0 , 4 5 0 円 、 学 生 会 員 ： 3 , 8 5 0 円 、 非 会 員 ： 1 5 , 4 0 0 円 

◆オンライン形式開催に際してのご案内◆

参加の皆さまへ
・第 40 回交通工学研究発表会論文集(CD-ROM)を発刊します。(参加登録者へ後日郵送します。)

・参加登録された方にはオンライン会場へのアクセスＵＲＬとパスワード、参加者へのお願い事項や

論文集閲覧方法等を後日メールでご案内します。

・デモンストレーション展示および交通工学研究発表会懇親会は中止とします。
・会社や自宅などから参加頂くことを想定しておりますが、適当な参加場所の確保が難しい方は事務局までメールでご相談下さい。

発表者の皆さまへ 
・発表は事前に動画を作成していただき投稿していただきます。質疑はＺｏｏｍを用いてリアルタイムで行います。

・動画の投稿方法や発表の方法は、発表申込時に登録された連絡先メールアドレスあてにご案内します。

・この研究発表会で発表を行うと、2021 年刊行のオンラインジャーナル「交通工学論文集(特集号)第 7 巻」への

投稿資格を得ることができます。

・45 歳以下（2020 年 4 月 1 日現在）の発表者による優れた論文発表に対して「研究奨励賞」を、交通安全に

寄与する優れた論文発表に対して「安全の泉賞」を、それぞれ贈呈いたします。ただし、両賞ともに投稿時の

発表予定者による発表ならびに質疑がなされなかった場合には対象となりません。

参加登録方法について◆
当会ウェブページ( http://www.jste.or.jp/Event/index.html )より、

第 40 回交通工学研究発表会参加申込フォームよりお申込みください。
本研究発表会に参加するには、参加登録が必要となりますので、事前に参加登録をお済ませください。

申込みフォームから参加者情報の送信、参加費納入の両方の手続きが済むと、参加登録が完了となります。

申 込 期 間 ： 2020 年 7 月 28 日（火）～2020 年 8 月 24 日(月)

参加費納入期限： 2020 年 8 月 24 日(月)
参加登録が完了した方には、オンライン会場へのアクセス方法や論文集閲覧方法等の案内をメールで

お知らせします(開催日の 1 週間程前を予定)。

論文集 CD-ROM は申込フォームでご登録いただいた住所宛てに後日郵送いたします。

キャンセルに伴う返金は、2020 年 8 月 31 日(月)までのお申し出に限り対応します。 

参加申込み・参加費納入に関するお問合せ：一般社団法人交通工学研究会 受付事務局 

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル (株)毎日学術フォーラム内 

TEL: 03-6267-4550 FAX:03-6267-4555 MAIL: 

その他のお問合せは、ＭＡＩＬ：  までお願いします。 

TOP/TOE 継続研鑽(CPD)認定プログラム（4H 単位）・交通工学研究会は建設系 CPD 協議会に加盟しています 

⼀般社団法⼈ 交通⼯学研究会 
〒101-0054 東京都千代⽥区神⽥錦町 3-23 錦町 MK ビル 5 階 

※開催に関する緊急の連絡は http://www.jste.or.jp/の新着情報欄にてお知らせいたします。



１．歩行者交通 ５．交通データの応用（１） ９．運転者認知・挙動（１） １３．交通行動分析
　座　長：山中　英生(徳島大学) 　座　長：藤田　素弘(名古屋工業大学) 　座　長：田久保　宣晃(科学警察研究所) 　座　長：辰巳　浩(福岡大学)
　副座長：松井　祐樹(㈱オリエンタルコンサルタンツ) 　副座長：加藤　昌樹((一財)計量計画研究所) 　副座長：橋本　成仁(岡山大学) 　副座長：嶋田　喜昭(大同大学)

10:00

1
子供の歩行中の交通事故と
交通行動の関係性に関する
一考察

○宮崎　耕輔
　松尾　幸二郎

香川高等専門学校
豊橋技術科学大学

31
ﾄﾗﾌｨｯｸｶｳﾝﾀﾃﾞｰﾀを用いた交
通流ｲﾒｰｼﾞ動画の制作と類型
化

○永見　豊
　堀江　晃平
　中川　浩

拓殖大学
拓殖大学(現：ｱﾏﾉ㈱)
東日本高速道路㈱
   (現：㈱ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ)

61
ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝﾀｲﾏｰ信号機におけ
る2台目車両の発進挙動の
解析

○百目鬼　智輝
　上村　奈菜
　佐藤　史弥
　松本　修一

文教大学
㈱JR東日本情報ｼｽﾃﾑ
文教大学
文教大学

91

大規模な交通ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ試行
時の交通状況と今後の渋滞
対策に向けた検討
　　　　　　　　　　(実務論文)

○柏　祐樹
　宗像　恵子
　高橋　功
　山口　大輔
　大畑　長

㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

10:25

2
二段階横断施設における乱
横断挙動に関する分析

○足立　国大
　鈴木　弘司
　岡田　悠希
　伊藤　大貴

名古屋工業大学
名古屋工業大学
豊精密工業㈱
名古屋工業大学

32

白線検知による走行車線判
定を活用した織込み区間の
対策効果検証
　　　　　　　　　　(実務論文)

○川松　祐太
　田畑　大
　田中　淳
　藤井　駿
　前川　友宏

首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱地域未来研究所

62
先行車両の停止挙動に同調
したｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝﾀｲﾏｰの高度化
に向けた基礎的研究

○佐藤　史弥
　松本　修一
　内河　隆哉

元 文教大学
文教大学
東日本旅客鉄道㈱

92

高速道路ﾘﾆｭｰｱﾙ工事にお
ける総合的道路交通施策の
試行
　　　　　　　　　　(実務論文)

　澤田　英郎
○奥野　裕司
　藤井　麻梨花
　上田　博之

西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西㈱
西日本高速道路㈱

10:50

11:15

3

生活道路単路部での歩行位
置が自動車に追い越される
際の危険性認知に与える影
響の検討

○長谷川　裕修
　堀井　遥花
　葛西　誠
　田村　亨

秋田工業高等専門学校
元：秋田工業高等専門学校
秋田工業高等専門学校
北海商科大学商学部

33
ﾚｰﾀﾞ降雨強度を用いた首都
高速道路の速度分布特性に
関する基礎分析

○服部　充宏
　稲村　肇
　大口　敬
　日比野　直彦
　森地　茂

(一財)日本気象協会
政策研究大学院大学
東京大学
政策研究大学院大学
政策研究大学院大学

63
信号灯器の設置位置が右折
挙動に及ぼす影響に関する
研究

　大木　裕貴
　柳原　正実
○小根山　裕之

小田急電鉄㈱
東京都立大学
東京都立大学

93
ｸﾞﾗﾌ埋め込み型次元削減技
法を活用した目的地選択ﾓﾃﾞ
ﾙの精度向上

○楠瀬　智也
　栁沼　秀樹
　寺部　慎太郎
　田中　皓介

京都大学
東京理科大学
東京理科大学
東京理科大学

11:25

4

視覚情報に基づいた指標に
よる歩行空間構成要素の知
覚および評価に関する基礎
的分析

○轟　直希
　柳沢　吉保
　岩崎　真哉
　西川　嘉雄
　髙山　純一

長野工業高等専門学校
長野工業高等専門学校
長野工業高等専門学校
長野工業高等専門学校
金沢大学

34

Wi-Fiﾊﾟｹｯﾄｾﾝｻｰﾃﾞｰﾀを活用
したﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ2019に
おける混雑対策の効果検証
　　　　　　　　　　(実務論文)

○小林　圭
　中村　俊之
　伊藤　大貴
　林　健太郎

㈱長大
名古屋大学
㈱長大
㈱長大

64
視野を考慮した歩車混合交
通ﾓﾃﾞﾙによる無信号交差点
の危険性評価

○新屋敷　学
　長谷川　裕修

㈱構造計画研究所
秋田工業高等専門学校

94

ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ･時代･世代に着目
した交通行動特性の変化に
関する分析～東京都市圏の5
時点PTﾃﾞｰﾀを用いて～

○河上　翔太
　杉田　浩
　森尾　淳
　森田　哲夫

(一財)計量計画研究所
(一財)計量計画研究所
(一財)計量計画研究所
前橋工科大学

11:50

5
眼球角度の時間推移が空間
認知機能に与える影響分析

○林　信吾
　白柳　洋俊
　倉内　慎也
　吉井　稔雄

愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学

35
路側に設置した簡易撮影機
器の動画による交通量自動
計測に関する基礎的研究

○菅原　宏明
　小篠　耕平
　藤井　純一郎
　大久保　順一
　小早川　悟

八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱
日本大学

65
ﾍｯﾄﾞﾏｳﾝﾄﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを用いた
高齢運転者の無信号交差点
での空間認知に関する研究

○三村　泰広
　樋口　恵一
　中村　陸
　戸村　良
　吉田　慎治
　楊　甲
　安藤　良輔

(公財)豊田都市交通研究所
大同大学
大日本土木㈱
㈱NeU
㈱NeU
(公財)豊田都市交通研究所
(公財)豊田都市交通研究所

95
私的交通依存の観点から見
たｱｼﾞｱ途上国の大都市にお
けるﾄﾘｯﾌﾟ特性に関する研究

○太瀬　隆敬
　岡村　敏之

㈱ｱﾙﾒｯｸVPI/東洋大学
東洋大学

12:15

6
対人安全性と利用者快適性
を考慮した｢盲導ﾛﾎﾞｯﾄ犬｣の
挙動制御

○吉川　令
　内田　敬
　松本　浩子

大阪市立大学
大阪市立大学
大阪市立大学

36

複数地点の受動赤外線自動
計測器を用いた中心市街地
における歩行者･自転車通行
量の変動に関する研究
　　　　　　　　　　(実務論文)

○我妻　智世
　長田　哲平
　大森　宣暁
　古池　弘隆

宇都宮大学
宇都宮大学
宇都宮大学
宇都宮共和大学

66
路面標示による交差点事故
対策が利用者挙動に与える
短期的影響分析

　鈴木　弘司
　加藤　真浩
○伊藤　大貴

名古屋工業大学
JR東海ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱
名古屋工業大学

96
移動時間短縮意向を用いた
移動に対する認識の形成要
因に関する研究

○若原　歩花
　有吉　亮
　中村　文彦
　早内　玄
　田中　伸治
　三浦　詩乃

横浜国立大学
横浜国立大学
横浜国立大学
横浜国立大学
横浜国立大学
東京大学

12:40

13:05

7
鉄道駅二人乗りｴｽｶﾚｰﾀｰの
歩行率に関する基礎研究

○元田　良孝
　宇佐美　誠史

岩手県立大学
岩手県立大学

37
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝﾃﾞｰﾀと深層学習理
論を用いた歩行者行動解析

○佐々木　楽
　柳沼　秀樹
　寺部　慎太郎
　田中　皓介

京都大学
東京理科大学
東京理科大学
東京理科大学

67
渋滞下の副次課題がﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
の精神疲労･知覚時間･注意
ﾚﾍﾞﾙに及ぼす影響

○松村　翼
　鳩山　紀一郎
　木村　大地
　佐野　可寸志
　Faniya SULTANOVA
　Valentina
    BARABANSHCHIKOVA

長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
Lomonosov Moscow State University
Lomonosov Moscow State University

97
交通変数間の関係を反映し
た深層学習による地域の交
通状態の短期的予測

○馬場　静羽
　井上　亮

東北大学
東北大学

２．自転車交通 ６．交通データの応用（２） １０．運転者認知・挙動（２） １４．公共交通
　座　長：小林　寛(国土技術政策総合研究所) 　座　長：中村　英樹(名古屋大学) 　座　長：小根山　裕之(東京都立大学) 　座　長：溝上　章志(熊本大学)
　副座長：梶田　佳孝(東海大学) 　副座長：邢　健(㈱高速道路総合技術研究所) 　副座長：吉村　敏志(阪神高速道路㈱) 　副座長：神田　佑亮(呉工業高等専門学校)

14:00

8

心理的ﾘｱｸﾀﾝｽに着目した自
転車安全利用に関する情報
提供の効果：高校生･大学生
を対象として

○服部　直樹
　大森　宣暁
　長田　哲平

早稲田大学
宇都宮大学
宇都宮大学

38
画像ｾﾝｼﾝｸﾞにより生成され
た車両軌跡ﾃﾞｰﾀの適用可能
性に関する検討

○井垣　貴弘
　内田　敬

西日本高速道路㈱
大阪市立大学

68
ｵﾌﾟﾃｨｯｸﾌﾛｰ概念を適用した
視線誘導による交通安全対
策の基礎的検討

○宮地　隆介
　赤羽　弘和
　両角　岳彦
　三嶋　博之
　沢田　護
　坂田　裕彦
　畔田　雅裕
　南部　繁樹

千葉工業大学
千葉工業大学
自動車評論家
早稲田大学
㈱ﾃﾞﾝｿｰ
西日本高速道路㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ九州㈱
㈱ﾄﾗﾌｨｯｸﾌﾟﾗｽ

98

集約交通ﾀｰﾐﾅﾙにおけるﾊﾞｽ
利用者にとっての待合空間
の価値の推定
　　　　　　　　　　(実務論文)

○河内　朗
　中島　廣長
　藤井　久暢
　田畑　至啓
　松島　格也

㈱長大
国土交通省近畿地方整備局兵庫国道事務所
国土交通省近畿地方整備局道路部
国土交通省近畿地方整備局兵庫国道事務所
京都大学

14:25

9
高校生の交通安全教育の実
践と自転車交通安全意識に
関する研究

○森田　哲夫
　小林　光希
　塚田　伸也
　松田　拓也

前橋工科大学
埼玉県
前橋市
藤岡市

39

ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀとﾐｸﾛ交通流ｼﾐｭ
ﾚｰｼｮﾝを連携活用した信号現
示改良施策の効果予測と事
後検証
　　　　　　　　　　(実務論文)

○阿部　和規
　藤井　秀樹
　吉村　忍
　田淵　健太
　妹尾　俊彦

東京大学
東京大学
東京大学
岡山県警察本部
岡山県警察本部

69
ｶﾗｰ連携標示および標識矢
印ﾚｲｱｳﾄ変更による運転者
挙動への影響把握

　飯田　克弘
○遠藤　貴樹
　多田　昌裕
　蓮花　一己
　山本　隆

大阪大学
中央復建ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱
近畿大学
帝塚山大学
中日本高速道路㈱

99
公共交通の利用特性に着目
した乗り換え抵抗に関する研
究

○中村　佳太郎
　森本　章倫

早稲田大学
早稲田大学

14:50

10
自転車通行方向整序化に向
けた科学的ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽの訴求力
の検証

○尾野　薫
　中川　諒一郎
　槙尾　果歩
　山中　英生

宮崎大学
㈱大本組
徳島大学
徳島大学

40
ﾌﾟﾛｰﾌﾞ軌跡ﾃﾞｰﾀによる災害
時のﾘｱﾙﾀｲﾑな交通障害検
出手法の構築

○川崎　洋輔
　吉田　政範
　梅田　祥吾
　桑原　雅夫
　飯星　明

東北大学
ｽｽﾞｷ㈱横浜研究所
東北大学
東北大学
本田技研工業㈱

70

高速道路ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ出口部
の誤進入対策におけるCG動
画を用いた気づきやすさの評
価
　　　　　　　　　　(実務論文)

○永見　豊
　久保　慎佑
　原田　秀一
　青木　秀剛

拓殖大学
拓殖大学
㈱ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
㈱ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

100
高齢･過疎地域における交流
促進効果を考慮したﾗｲﾄﾞｼｪｱ
の導入可能性

○荒木　正弘
　鳩山　紀一郎
　佐野　可寸志
　高橋　貴生

長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学

15:15

15:40

11
幼児二人同乗用自転車にお
ける思考発話法による交通
安全効果に関する研究

○松村　暢彦
　毛利　彩希
　吉田　長裕

愛媛大学
㈱ﾎﾞｰﾈﾙﾝﾄﾞ
大阪市立大学

41
中央道集中工事における予
測所要時間提供の取り組み
　　　　　　　　　　(実務論文)

　佐藤　久長
○西田　匡志
　相原　秀多
　山田　潤
　杉野　勝敏
　菅　芳樹

中日本高速道路㈱
中日本高速道路㈱
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京㈱
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京㈱
㈱地域未来研究所
㈱地域未来研究所

71

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞﾗﾝﾌﾟ部における指
向性ｽﾋﾟｰｶｰによる交通事故
対策の効果検証
　　　　　　　　　　(実務論文)

○山本　隆
　山本　浩司

中日本高速道路㈱
中日本高速道路㈱

101
ﾗｲﾄﾞｼｪｱの利用が自家用車
の保有意識に与える影響分
析～ﾊﾉｲを対象として～

○Dang Chi Anh
　橋本　成仁

岡山大学
岡山大学

15:50

12
坂路で発生した自転車事故
の分析
　　　　　　　　　　(実務論文)

○萩田　賢司
　横関　俊也

科学警察研究所
科学警察研究所

42

ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞ情報の挙動履
歴による漫然運転事故発生
要因分析
　　　　　　　　　　(実務論文)

○平田　篤嗣
　佐藤　志帆
　永井　基貴
　春藤　康仁

西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国㈱

72
ﾄﾘｯｸｱｰﾄによるｿﾞｰﾝ30標示
が視認行動と車両速度に及
ぼす影響に関する研究

○鈴木　美緒
　冨田　築
　青木　徹也
　川叉　賢治

東海大学
千葉市役所
大和市役所
大和市役所

102

地方都市における定額制ﾏﾙ
ﾁﾓｰﾀﾞﾙ型MaaSの需要調査
～愛知県豊田市を事例として
～
　　　　　　　　　　(実務論文)

○石井　真
　西堀　泰英

(公財)豊田都市交通研究所
(公財)豊田都市交通研究所

16:15

13
自転車を追い越す自動車の
走行挙動に着目した車道混
在型道路の検討

○辰巳　浩
　吉城　秀治
　堤　香代子
　木佐貫　潤也
　水尻　翼

福岡大学
福岡大学
福岡大学
鹿児島県庁
広島市役所

43
ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞ情報による漫
然運転事故対策の効果検証
　　　　　　　　　　(実務論文)

○佐藤　志帆
　平田　篤嗣
　永井　基貴
　春藤　康仁

西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ四国㈱

73
案内情報を利用したﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
の分岐点同定に関する実験

○外井　哲志
　三原　凱士
　大塚　康司
　大枝　良直

元 九州大学
九州電力㈱
㈱建設技術研究所
九州大学

103
交通ｼｽﾃﾑ変更による生活関
連施設へのｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ変化
に関する分析

○清原　慧
　柳原　崇男

西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西㈱
近畿大学

16:40

14

車道走行する自転車が自動
車の走行挙動に及ぼす影響
に関する研究－道路構造の
違いに着目して－

○松本　太朗
　辰巳　浩
　吉城　秀治
　堤　香代子
　半田　隆太
　水尻　翼

福岡大学
福岡大学
福岡大学
福岡大学
元：福岡大学
広島市役所

44
貨物車ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀを用いた
休憩行動の分析とそのﾓﾃﾞﾙ
化

○市川　晃己
　佐野　可寸志
　鳩山　紀一郎
　高橋　貴生
　松田　曜子

長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学

74
深層学習を用いた高齢運転
者の異常運転検知に関する
研究

○宮内　弘太
　高田　和幸

東京電機大学
東京電機大学

104

前橋市城南地区を事例とした
地域内交通の導入経緯と市
民参加
　　　　　　　　　　(実務論文)

○塚田　伸也
　湯沢　昭
　森田　哲夫

前橋市
前橋工科大学
前橋工科大学

17:05

17:30

15
同調効果を用いた自転車の
車道通行率の向上策の検討

○坪井　志朗
　三村　泰広
　嶋田　喜昭
　菅野　甲明
　出口　智也

豊田都市交通研究所
豊田都市交通研究所
大同大学
大同大学
大同大学

45
ﾗﾝﾀﾞﾑﾌｫﾚｽﾄによるﾌﾟﾛｰﾌﾞｶｰ
ﾃﾞｰﾀからの旅行時間短期予
測手法

○日下部　貴彦
　Quanjun　CHEN
　柴崎　亮介
　中川　浩
　後藤　誠

東京大学
LocationMind㈱
東京大学
㈱ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
東日本高速道路㈱

75
Risk perception of distracted
driving based on Structural
Equation Model

○Yuyang ZHANG
　Seiji HASHIMOTO

Okayama University
Okayama University

105

運転者ごとのｻｰﾋﾞｽ評価に基
づいたﾀｸｼｰの優良事業者等
評価制度
　　　　　　　　　　(実務論文)

○猪井　博登 富山大学

第40回交通工学研究発表会 第1日目【2020年9月7日(月)】プログラム
発表12分、質疑11分　○は発表者
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３．交通安全（１） ７．交通流（１） １１．自動運転（１） １５．道路計画・構造
　座　長：髙山　純一(金沢大学) 　座　長：朝倉　康夫(東京工業大学) 　座　長：藤原　章正(広島大学) 　座　長：横地　和彦(国土技術政策総合研究所)
　副座長：畑　浩太(八千代エンジニヤリング㈱) 　副座長：塩見　康博(立命館大学) 　副座長：田中　厚(首都高速道路㈱) 　副座長：吉田　長裕(大阪市立大学)

9:30

16
浜崎橋JCTにおける可変ﾁｬﾝ
ﾈﾘｾﾞｰｼｮﾝの安全性評価

(実務論文)

○相馬　嵐史
田畑　大
田中　淳
藤井　駿

首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

46

名古屋高速道路のＪＣＴ合流
部における車線運用変更に
よる渋滞対策効果

(実務論文)

○山田　真士
小原　拓也
渡部　数樹
泉　典宏

名古屋高速道路公社
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

76
自動運転車の路上での乗降
空間のあり方に関する研究

○古森　開
高山　宇宙
三浦　清洋
成嶋　良太
森本　章倫

早稲田大学
早稲田大学
(公社)日本交通計画協会交通計画研究所
(公社)日本交通計画協会交通計画研究所
早稲田大学

106
ﾆｭｰﾀｳﾝにおける自転車通行
空間整備状況の実態分析

○佐藤　拓郎
小早川　悟
小柳　純也
菊池　浩紀

日本大学
日本大学
(独)都市再生機構
日本大学

9:55

17
高速神奈川７号横浜北西線
における交通安全対策検討

(実務論文)

○細田　大樹
吉尾　泰輝

首都高速道路㈱
首都高速道路㈱

47

首都高速道路湾岸線におけ
る辰巳JCT･東雲JCT間4車
線化の効果検証

(実務論文)

○高橋　功
宗像　恵子
熊倉　大起
大畑　長

首都高速道路㈱
首都高速道路㈱
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

77
自動運転車両が混在した一
般道における交通流の円滑
性･安全性評価に関する研究

○島田　大輔
森本　章倫

早稲田大学
早稲田大学

107
韓国･ｿｳﾙ市内の3交差点に
おけるｸﾗｸｼｮﾝ発生に関する
研究

○大枝　良直
森　祐輔
外井　哲志
高田　正幸
金　基弘
山内　勝也

九州大学
㈱建設技術研究所
元 九州大学
九州大学
駿河台大学
九州大学

10:20

18
中小橋ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟの支柱基礎
の改良について

(実務論文)
○江原　豊 ㈱高速道路総合技術研究所 48

車線境界線の黄実線から白
破線への変更による渋滞対
策の効果検証

(実務論文)

　美濃　雄介
○藤木　昂

草竹　大輝
今代　稔
片岡　裕子
中林　悠
石田　貴志

西日本高速道路㈱
西日本高速道路㈱
西日本高速道路㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ中国㈱
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ中国㈱
㈱道路計画
㈱道路計画

78
ACC車両が混在する交通流
における運転者の漫然状態
評価

　飯田　克弘
○淺田　真敬

多田　昌裕
澤田　英郎

大阪大学
東日本旅客鉄道㈱
近畿大学
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西㈱

108
冬期交通時間価値に着目し
た道路事業の走行時間短縮
便益評価に関する研究

　伊藤　潤
○酒井　教行

佐野　可寸志
鳩山　紀一郎

長岡技術科学大学
東日本旅客鉄道㈱
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学

10:45

11:10

19

高速道路の規制速度引き上
げが追い越し挙動に与える
影響- 100km/h,110km/hと
120km/hの比較 -

(実務論文)

○森　健二
矢野　伸裕
横関　俊也
萩田　賢司

科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所

49
上流ｻｸﾞの縦断線形を考慮し
た渋滞発生確率の推定

○葛西　誠
長谷川　裕修
XING　Jian

秋田工業高等専門学校
秋田工業高等専門学校
㈱高速道路総合技術研究所

79
低速自動運転車両走行時に
おける交通流及び後続車両
への影響分析

○中井　良輔
小澤　友記子
中村　俊之
和田　沙織
森川　高行

名古屋大学
名古屋大学
名古屋大学
名古屋大学
名古屋大学

109
実測交通ﾃﾞｰﾀを用いた冬期
路面状態推定に関する研究

○高崎　仁義
伊藤　潤
佐野　可寸志
鳩山　紀一郎

長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学

11:20

20

信号交差点における交通事
故対策効果の発現性と危険
運転事象に影響を与える要
因分析

○宮崎　耕平
藤田　素弘

㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
名古屋工業大学

50

速度回復誘導灯の渋滞緩和
効果を最大化する動的運用
手法に関する検討

(実務論文)

○金　進英
石原　雅晃
兒玉　崇
大藤　武彦

㈱交通ｼｽﾃﾑ研究所
阪神高速道路㈱
阪神高速道路㈱
㈱交通ｼｽﾃﾑ研究所

80

ﾚﾍﾞﾙ2自動運転車における速
度誘導灯を用いた高速道路
合流部でのﾄﾞﾗｲﾊﾞの錯綜回
避行動に関する研究

○河合　ﾚﾅ
萩原　亨
高橋　翔
寺倉　嘉宏
大石　侑亮

北海道大学
北海道大学
北海道大学
㈱ｷｯｸﾃｯｸ
北海道大学

110
指向性を有するﾗﾝﾌﾞﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ
ｽの車両振動及び体感分析

○原尾　彰
XING　Jian
佐藤　文子
岡部　俊幸
高橋　優太
富山　和也

㈱高速道路総合技術研究所
㈱高速道路総合技術研究所
鹿島道路㈱
鹿島道路㈱
北見工業大学
北見工業大学

11:45

21
交通事故多発交差点におけ
る右折自動車と横断者の危
険事象の発生状況の分析

○石田　翔平
小早川　悟
菊池　浩紀

日本大学
日本大学
日本大学

51

ｻｲｸﾙ長短縮による信号交差
点の右折待ち行列延伸渋滞
解消効果の実証分析

(実務論文)

○立松　秀樹
森本　清誠
田中　淳
泉　典宏
中村　英樹
鈴木　弘司
井料　美帆
柿元　祐史

㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
名古屋大学
名古屋工業大学
名古屋大学
名古屋大学

81
自動運転車混在下において
走光型視線誘導ｼｽﾃﾑが交
通流に与える影響

○寺田　弘明
柳原　正実
小根山　裕之

東京都立大学
東京都立大学
東京都立大学

111
深層強化学習を応用した交
通ﾈｯﾄﾜｰｸ耐災害信頼性向
上戦略の検討

○陳野　由
柳沼　秀樹
寺部　慎太郎
田中　皓介

東京工業大学(元：東京理科大学)
東京理科大学
東京理科大学
東京理科大学

12:10

22
抜け道利用車の走行特性と
所要時間短縮効果の分析

○李　文浩
倉内　慎也
吉井　稔雄
坪田　隆宏

広島大学
愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学

52

信号交差点が連続する補助
幹線道路における信号ｻｲｸﾙ
長短縮効果の実証実験

(実務論文)

○牧野　修久
小林　圭
池水　丈明
中村　英樹
鈴木　弘司
井料　美帆
柿元　祐史

㈱長大
㈱長大
㈱長大
名古屋大学
名古屋工業大学
名古屋大学
名古屋大学

82
車線区画線や路面の状態が
自動運転機能に及ぼす影響
の把握

　飯田　克弘
○藤本　怜央

大阪大学
大阪大学

112

大規模地震の発生に備えた
木造密集地域内の避難改善
に向けた道路閉塞対策の検
討

○坂本　淳
岩井　蓮
小笠原　誠
石川　ひとみ

高知大学
㈱第一ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱四電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
㈱四電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

12:35

13:00

23

追加登録された生活道路対
策ｴﾘｱにおける社会実験効
果分析

(実務論文)

○田中　翔太
渡邉　康一
鈴木　亘
佐々木　啓太
渡部　数樹

㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
静岡市
静岡市
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

53
駐車場出入口の構造の違い
が自動車交通流に与える影
響に関する分析

○田部井　優也
大森　宣暁
長田　哲平

日本大学
宇都宮大学
宇都宮大学

83

冬期路面における
ACC(Adaptive Cruise
Control)利用時のﾄﾞﾗｲﾊﾞのﾘｽ
ｸ回避行動

○和田　脩平
高橋　翔
白石　直之
宗弘　一徳
岡田　聡
内藤　利幸
萩原　亨

北海道大学
北海道大学
北海道大学
土木研究所寒地土木研究所
㈱ﾃﾞﾝｿｰ
㈱ﾄﾞｰｺﾝ
北海道大学

113

区間選定頻度と復旧日数を
考慮した道路啓開計画の検
討―高知県道路啓開計画を
対象としたｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ

(実務論文)

○窪田　晃英
坂本　淳
小笠原　誠
石川　ひとみ

高知大学
高知大学
㈱四電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
㈱四電技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

４．交通安全（２） ８．交通流（２） １２．自動運転（２） １６．都市交通計画
　座　長：萩原　亨(北海道大学) 　座　長：桑原　雅夫(東北大学) 　座　長：森川　高行(名古屋大学) 　座　長：喜多　秀行(神戸大学)
　副座長：多田　昌裕(近畿大学) 　副座長：柳沼　秀樹(東京理科大学) 　副座長：吉田　樹(福島大学) 　副座長：柳原　崇男(近畿大学)

14:00

24

道路利用者の情報獲得量が
事故ﾘｽｸ情報に対する態度
や安全運転意識に与える影
響構造に関する実証的研究

○兵頭　知
西内　裕晶
倉内　慎也
吉井　稔雄
大藤　武彦

日本大学
高知工科大学
愛媛大学
愛媛大学
㈱交通ｼｽﾃﾑ研究所

54
左直混用車線におけるﾗﾝﾀﾞﾑ
性が遅れと過飽和の発生に
与える影響

○鳥海　梓
黄　紹倫
大口　敬

東京大学
㈱ZMP
東京大学

84
出会い頭事故ｾﾞﾛのための自
動運転車の挙動とその影響
に関する交通ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ分析

○楠田　達郎
小嶋　文
山本　俊雄
久保田　尚

東京工業大学(元：埼玉大学)
埼玉大学
(公財)交通事故総合分析ｾﾝﾀｰ
埼玉大学

114

大学通学におけるMaaSへの
ﾌﾞﾛｯｸﾁｪｰﾝ技術を活用した
TDM手法の検討およびﾗｽﾄﾜ
ﾝﾏｲﾙにおける小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨの
導入可能性検証

○小篠　耕平
菅原　宏明
天方　匡純
石井　明

八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱

14:25

25
CNNを用いた都市間高速道
路の交通事故ﾘｽｸ予測ﾓﾃﾞﾙ

○坪田　隆宏
吉井　稔雄
XING　Jian

愛媛大学
愛媛大学
㈱高速道路総合技術研究所

55
右折車線の溢流を考慮した
信号交差点の最適制御

○清水　佑馬
渡邉　大祐
赤羽　弘和

千葉工業大学
㈱長大
千葉工業大学

85
自動運転車導入が生活道路
の交差点部周辺における安
全性に与える影響

○長谷川　裕修
新屋敷　学
葛西　誠
田村　亨

秋田工業高等専門学校
㈱構造計画研究所
秋田工業高等専門学校
北海商科大学

115

ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ大型車対応
化整備の地域への効果と便
益評価

(実務論文)

○森田　哲夫
湯沢　昭
川田　浩平
塚田　伸也

前橋工科大学
前橋工科大学
㈱安藤･間
前橋市

14:50

26
ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞを用いた交通
事故の予測ﾓﾃﾞﾙに関する研
究

○出井　雅也
山脇　正嗣
寺奥　淳
田中　秀人
森本　章倫

早稲田大学
㈱建設技術研究所
㈱建設技術研究所
ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱
早稲田大学

56
全道路一時停止制御交差点
の交通容量実態分析

○廣瀬　竜太郎
中村　英樹
柿元　祐史

名古屋大学
名古屋大学
名古屋大学

86

地方部での自動運転実証実
験における手動介入発生特
性と道路ｲﾝﾌﾗ対策に関する
分析

(実務論文)

○馬渡　真吾
井坪　慎二
金子　雄一郎
佐野　拓真
轟　朝幸

東日本旅客鉄道㈱
前：国土技術政策総合研究所
日本大学
日本大学
日本大学

116
ｸﾗｳﾄﾞ･ｿｰｼﾝｸﾞ配送ｼｽﾃﾑに
おける効率的ﾏｯﾁﾝｸﾞ

○渡邊　大樹
赤松　隆

東北大学
東北大学

15:15

15:40

27
降積雪時の交通事故ﾘｽｸを
考慮した経路選択ﾓﾃﾞﾙの構
築

○伊藤　颯太
佐野　可寸志
鳩山　紀一郎
伊藤　潤
平沼　昇

長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学

57

実ﾃﾞｰﾀを用いた車頭時間の
ばらつきが交通容量逓減に
与える影響とその対策の提
案に関する研究

○池谷　風馬
田中　伸治
中村　文彦
有吉　亮

横浜国立大学
横浜国立大学
横浜国立大学
横浜国立大学

87
駐車場の地区別利用実態に
関する一考察　－自動運転
社会を見据えて－

○滝澤　善史
小松崎　諒子
谷口　守

筑波大学
筑波大学
筑波大学

117
駐車場の集約化が駐車場利
用者の歩行距離に与える影
響の評価

○櫻井　和輝
小早川　悟
菊池　浩紀

日本大学
日本大学
日本大学

15:50

28
大型車が多いﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄに
おける整備効果検証

(実務論文)

○松浦　佑紀
関口　貴志
小玉　由人

中日本建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱
中日本建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱
中日本建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱

58
交差点停止時の車間距離の
経年的変化の分析

○宮村　隆人
田中　伸治
中村　文彦
有吉　亮
三浦　詩乃

横浜国立大学
横浜国立大学
横浜国立大学
横浜国立大学
東京大学

88
車庫配置変数を含むﾗｲﾄﾞｼｪｱ
ﾘﾝｸﾞ運行最適化問題の定式
化と解集合限定法

○伊藤　祥汰
内田　敬

大阪市立大学
大阪市立大学

118
大規模小売店舗における必
要駐車台数に関する実態分
析

○小川　圭一
西澤　雅貴

立命館大学
福井県

16:15

29
交通安全KYT教材のﾒﾃﾞｨｱ形
態による教育効果の違い

○長谷川　裕修
千葉　優唯
葛西　誠
田村　亨

秋田工業高等専門学校
元：秋田工業高等専門学校
秋田工業高等専門学校
北海商科大学商学部

59
交通事故の影響によるMFD
形状変化分析

○奥原　瑠依
吉井　稔雄
坪田　隆宏
尾高　慎二

愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学
㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

89
自動運転化による車内活動
の変容とその要因分析

○小松崎　諒子
武田　陸
谷口　守

筑波大学
筑波大学
筑波大学

119

貨物集配中の車両に係る駐
車規制の見直し実施箇所に
おける駐停車状況の変化

(実務論文)

○横関　俊也
萩田　賢司
矢野　伸裕
森　健二

科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所

16:40

17:05

30
駐車場出入り時における自
動車対歩行者の事故特性に
関する研究

○松本　浩和
青野　貞康
福本　大輔

㈱地域未来研究所
(一財)計量計画研究所
(一財)計量計画研究所

60
道路交通ｾﾝｻｽを用いた12時
間Q-V関係の設定とその効
果

○柿元　祐史
中村　英樹

名古屋大学
名古屋大学

90
自動運転車の購入と自動運
転ｻｰﾋﾞｽの利用に関するSP
調査と意向分析

○上条　陽
ﾊﾟﾗﾃﾞｨ　ｼﾞｱﾝｶﾙﾛｽ
髙見　淳史

東京大学
東京大学
東京大学

120
路上に設置された荷さばき貨
物車用駐車施設の運用方法
に関する研究

○関　陽一
小早川　悟
菊池　浩紀
周　友梨
大塚　慎也

㈱関水金属
日本大学
日本大学
㈱MTG
船橋市役所
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